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者
の
犯
m
史
認
処
の
?
の
手
が
な
い
の

一
て
、
半
日
、
事
仕
作
業
を

陀
、
人
聞
の
入
構
も
同
様
一

一以

K
を
占
め
ろ
窃
盛
田
川
は

一挙
、
精
神
一
片
学
、
の
広
い
一
い
る
も
の
ほ
指
成
杭
あ
の
一
血
痕
も
最
近
ば
血
液
型
を
一
の
手
段
方
法
ペ
犯
さ
ず
口
一
応
飛
じ
て
、
自
白
内
容
を

一行
っ
そ
k
、
お
盆
巧
亡
は

な
こ
と
が
い
わ
れ
る
か
ら
一
昭
和
主
主
主
果
で
発
一
え
て
お
り
ま
す
。
当
市
の

一
依
然
と
し
て
噌
加
つ

1
3吃
亘
る
い
ろ
〈
O
一ま
す
。
従
っ
て
惜
紋
が
二
非
常
吃
細
山
く
分
け
る
と
三
呼
ば
れ
る

J
分
類
、
一
ひ
る
が
え
す
と
き
、
き

1
3
5
ρ
わ
代
求
心
主

で

あ

り

ま

す

。

一

生

し
た
刑
法
犯
は
合
計
一
一
一
昭
和
三
十
年
中
の
発
生
は
一
を
示
し
て

お
り
、
氾
仔
は

一施
設
、
機
減
、
方
法
を
総
十
致
す
る
と
い
う
こ
と
ほ
犯
一
主
が
?
き
る
よ
、
ヲ
に
な
っ

十整
備
し
て
記
鎌
し
た
カ
l
一
っ
た
主
う
吃
用
い
る
之
ご
う

2
尚
し
く
草
刈
鎌
を
当

犯
罪
は
文
化
の
発
達
と
共
一
万
九
千
三
百
六
件
、
前
年
一
合
計
千
二
百
五
十
九
件
で
白
骨
刊
に
な
り
汁
一
叩
立
二
勃
員
し
、
如
何
な
る
微
細
一

人
を
併
定
す
る
有
力
、
な
き
一
た
の
で
犯
人
を
断
定
す
る

一ド

(
手
口
原
紙
d

を
全
国
一う
も
ん
一
の
口
実
は
治
ん
一
て
吃
。

忙
規
模
が
大
き
く
た
め
、

一
陀
比
ぺ
て
八
%
近
く
も
増
一
前
年
に
比
ぺ
て
三
百
四
十
一
智
能
犯
内
に
な
っ
て
お
り
一
程
も

D
も
き
ず
な
い
よ
一
め
手
宇
佐
h

り
ま
す
。
指
紋
一
有
力
資
料
に
な
っ
て
い
ま

~各
県
警
察
本
部
の
鑑
識
課
一

r浪
も
葉
も
な
い
乙
と
が

↑深
守
明
℃
守
川
・
り
、
お
父

'
l
i
!
1
1
i
l
j
i
l
l
i
!
!
i一
ま
す
。
し
か
も
史

2一う
2
2い
ま
す
。
一
は
金
属
D
よ
、
よ
滑
ら
か

一す
・
士
、
妻
、
ヨ
こ
り

一が
保
管
し
て
お
り
、
犯
邦
一
多
い
の
で
す
・
よ
も
や
、

3
2
4

一

一

の

念

速

な

さ

哩

に

伶

デ

τ
一す
な
わ
ち
降
察
C

は
鑑
識
一
な
も
っ
ぱ
が
り
で
な
く
‘
一
な
ど
も
繍
微
鏡
検
一
宜
、
化

一が
起
っ
た
と
き
吃
は
、
そ
一し
か
し
微
妙
在
犯
罪
で
法
一
え
る
と
、
す
吋
に
展
示
さ

婦

人

曾

か

ら

見

舞

口

問

一
御
協
力
に
感
謝
一
広
い
地
域
を
埠
台
ミ
す
る
マ
除

2
り

、

号

室

部

一

紙

芝

Z
J
Z一
学
喰
き
よ
っ
て
鑑
定

3
一
の
手
段
方
法
を
調
ぺ
て
同

一
稀
に
誤
認
。
起
る
こ
と
が
石

~
3
3
1見

一

一

三

と

も

目

立

?

て

い

る

し

一

に

込

畑

一

強

調

山

主

主

れ

、

一

の

払

ら

探

る

こ
と
加
で
き

一れ
犯
人
伝
特
定
す
る
た
め

一巳
手
口
の
頃
一
網
を
ひ
き
同
一
な
い
わ
け
で
ば
あ
り
ま
せ

一り
、
女
沼
セ
ち
は
お
温
厚
意

台

風

被

害

者

の

家

庭

に

一
八
月
十
六
、
十
七
日
肥
県

一さ
ら
に
集
団
他
、
組
織
他
一
主
セ
、
ド
4
へ
の
静
一
品
庁
え
ま
す
。
埠
泣
き
・
識
で
一
刀
資
料
三
し
て
活
用
さ
れ

一す
こ
と
に
よ
り
犯
罪
人
を
一
ん
@
三
れ
込
用
ゴ
・
昔
。
誕
百
鳴
り
を
毛
て
兵
ハ
た
り

一
下
ペ
そ
山
口
一
い
あ
の
一
の
き
ぎ
し
も
あ
り
ま
す
。
一
宮
崎
議
と
し
て
、
科
学
一
保
管
し

τい
る

慣

習

紙

一て

い
ま
す
。

人
権
尊
重
の
捜
査
活
動

苦

d己、

(第115号)りよアゴ政市村(旬刊)昭和31年 9ijl0目(二〉

す

犯

罪

調

査

る
-・・教援物資を配分する

婦人会役員?とも…


